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読者 会員 共済 婦人 青年

安   芸 3 1 2 0 0 2
香美郡 29 6 3 0 0 19
南   国 15 3 4 3 0 7
高   知 35 21 9 4 0 18
仁淀川 4 1 1 0 0 4
須   崎 3 1 0 0 0 1
中   村 7 1 1 0 0 3

計 96 34 20 7 0 54
成果会員：読者か会員を拡大した会員(紹介含む)

■２０２１年 春の拡大運動（1/1～3/28現在）

拡　　　　　大 成果
会員

 

国の緊急事態宣言影響緩和

に係る一時支援金 
 

  
高知県内すべての市町村が対象地域です。詳しくは、３月２

２日商工新聞（１面）または事務局まで問い合わせください． 

県の営業時間短縮要請対応

臨時給付金  
・受付が５月１７日まで延長されました 

・個人最大２０万円、法人最大３０万円 

・時短の影響で昨年１２月の売上が前年 

１２月比３０％超減少した事業者が対象 
  ※前年１２月売上は前年総売上÷１２でも可 

・時短の影響は幅広く考えて良い（県担当者） 
  ※墓の修理や改葬（墓地の引越し）をしている業 

者は、｢打ち合わせや改葬現場の立会での接触を 

お客様が避けるため、仕事が激減した｣という理由で 

給付されました。 

・申請はまだ１５％程度。積極的に活用を 
 
＜県連として県に要望書を提出し懇談しました＞ 
高知県営業時間短縮要請対応臨時給付金についての要望等 

２０２１年３月２４日 

今回の臨時給付金の申請件数が対象事業所の１０数％と

いう状況、及び県の時短要請が１月１１日まで延長された

こと、全国的に感染症が収束しない中、今年に入ってから

売上が大きく減少した事業者もいます。 

こうした現状を踏まえ、あらためて以下の点を要望いた

します。 

１、申請受付期限を延長してください。 

２、令和３年１月、２月、３月も対象月としてください。 

３、｢お客様が事業者等と接触を避けるため受注が減少し

た｣、｢現場に多くの者が一度に入れないため工期が延

期になった｣等が、｢外出・移動の自粛により間接的な

影響を受けたことになるのか｣｢こうした理由での申請

は不正受給になるのではないか｣という戸惑いが申請

抑制につながっています。 

こうした戸惑いを払しょくするため、給付決定した事

例で参考になるものをホームページ等で例示してくだ

さい。 

４、｢認定支援機関｣の証明の取得について、｢銀行や商工会

(議所)との関係性が良くなく行きづらい｣｢商工会(議

所)の会員になるよう強く言われた｣｢自分なりにつけ

ている帳面(帳簿)でよいのか不安｣等の声が寄せられ

ています。 

国の持続化給付金に準じた売上確認の対応をするよう

にして下さい。 
 

【懇談結果の主要点】 

〇申請受付期限は延長する。 

〇１月以降の売上減少の状況は金融機関や業界団体からも

聞いている。１月～３月も対象月とすることは検討する。 

〇外出・移動の自粛による影響は、幅広くとらえている。お

客様や現場で人と接触する機会がある人はほとんど対象

になる。柔軟に対応するので申請してほしい。 

あらゆる制度を活用して営業を続けよう 

年度増勢めざし春の運動最終盤まで奮闘 
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２０２０年５月～ 

１００回の開催 ３５００人超が利用 

 
「ほっとまんぷくプロジェクト」とは 

「バイトがなくなり大変」「生活が苦しい」「食べ物がない」など

の学生の声を受け、食料支援を開始しました。大学・専門学

校、下宿・自宅生問わずすべての学生さんが利用できます。 

高知県内の皆さんから寄せられたお米、野菜、食料品、日用

品を学生に無料で配布しています。 

食料支援だけでなく、「ほっと」できるように、季節ごとのイベ

ントや、学生支援緊急給付金や休業支援金など制度の申請相

談、野菜の食べ方レクチャーなど人とのふれあいも大事にして

います。            ＜運営：民青同盟＆実行委員会＞ 
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